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Abstract :  Prolonged withdrawal process may become a challenging issue as it forms speciﬁc psychological 
clinical images. What makes this issue even more difﬁcult to address is the existence of certain factors that 
cannot be adequately dealt with under the current framework of clinical psychology, which is based on the 
premise of consultation, and that there is a need to reconstruct the framework where counselors can truly interact 
with clients.
　Thus, a different perspective was taken, where the state of withdrawal during the junior high school period 
was understood to be a temporary retention period in the process of mental development. It was reasoned that 
if stimuli that bring this retention to the Zone of Proximal Development （ZPD）could be obtained in a familiar 
environment, it might be possible to create an ongoing process of psychodynamics. In this study, such stimuli 
were sought from among local resources in the school district community, which include social relationships 
with a high degree of continuity and freedom.
　The subjects in this study were the students in a state of withdrawal in school district community where I 
was dispatched as a school counselor. It was demonstrated that the social relationships that had continuity in the 
school district community were effective in supporting these students.
要旨：ひきこもりは長期化のプロセスをたどると、特有の心理臨床像を形成していく困難な課題であ
る。これをより困難にしている背景には、来談を前提としたこれまでの臨床心理学の枠組みの中だけ
ではとらえきれない、まず関わるためにはどうすれば良いのかというところから再構築していかなけ
ればならないという事情がある。
　そこで視点を変え、中学生期の引きこもり状態を精神発達の一時的滞留ととらえ直し、その滞留を
最近接発達領域に動かす刺激を、身近なところで得ることができれば、継続的な精神力動を起こすこ
とができるのではないかと考えた。本研究ではその刺激を、校区コミュニティの中にある、継続性と
自由性がともに高い社会関係を含む地域資源に求めた。
　支援対象としたのは、筆者がスクールカウンセラーとして派遣されている中学校の校区コミュニ
ティとひきこもり状態にある生徒である。その取組みの中で、校区コミュニティ内の継続性のある社
会関係が、ひきこもり状態にある児童生徒に対する支援の上で、有用であることが見出せた。
1
1．問題と目的
1-1　はじめに  
2000 年 1 月、新潟県柏崎市にある当時 37 歳の男の
部屋から一人の少女が保護された。その後判明した事
実によると、少女は小学 4 年生の時に男に誘拐・監禁
され、以来 9 年 2 か月に渡って男の自室に閉じ込めら
れていた。男は事件発覚当時、73 歳の母親との 2 人
暮らしであったが、母親は男が中学生の頃から続い
ていた暴力に怯えて、自宅 2 階にあった男の部屋には
20 年以上近づいたことがなく、少女の存在にも気が
つかなかったということである。
男は中学 1 年の頃から不登校状態となる。その後極
端に外出が減り、全て母親を使って必要を満たすよう
になったのは 19 歳頃からで、28 歳の時にこの事件の
発端となる少女誘拐を行っている。
この事件は、「ひきこもり」 という問題を改めて社
会に問い直す契機ともなった。翌 2001 年の厚生労働
省による 「社会的ひきこもり等への介入を行う際の地
域保健活動の在り方についての研究」 発表や、2003 年
の厚生労働省による 「10 代・20 代を中心とした社会
的ひきこもりをめぐる地域保健活動のガイドライン」 
の公布は、そのことを物語っている。
我国にひきこもりをしている人（以下 ひきこもり
者）が、実際どのくらい存在しているのかについては、
ひきこもりを調査すること自体の難しさのために明確
な数値は出ていないが、2006 年に厚生労働省からの
委託で行われた、20 歳～ 49 歳のひきこもり者につい
ての調査が、現在では比較的信頼性の高いものとされ
ている。それによると、少なくとも 255,510 人はいる
と推定されている。しかしこれには 19 歳以下の者や
50 歳以上の者が含まれていないので、それらを含め
ると実際には 50 万～ 100 万人はいると推定する研究
もある（立脇 2011）。
これらの数値の一つひとつの背後に、本人やその家
族の深刻な状況があることを考えると、ひきこもりは
現代社会が積み残した大きな問題であり課題である。
1-2　ひきこもりとは
①　定義　
2010 年に厚生労働省が発表した新ガイドラインで
は、ひきこもりについて次のように定義されている。
「さまざまな要因の結果として、社会的参加を回避し、
原則的には 6 か月以上にわたって概ね家庭にとどまり
続けている状態を示す現象概念である。なお、ひきこ
もりは原則として非精神病性の現象とする」。
本論では厚生労働省新ガイドラインの定義を準用す
る。その際、用語の使い方として、ひきこもり者の全
体に言及しているものは、そのまま 「ひきこもり」 と
表現するが、義務教育期間の者に関する場合は、「不
登校」 （文部科学省の定義に従う）という前提が伴うこ
とや、発達的な意味が成人とは幾分異なるので、「ひ
きこもり状態」 という別の表現を用いることにする。
②　ひきこもりに至るプロセス
ひきこもりという現象をめぐっては、多様性と共通
性が同時に指摘されてきた。
村澤（2012）は、ひきこもりに陥る背景は様々であっ
ても、結果的に同じような悪循環にとらわれていき、
そのプロセスに巻き込まれる中で、似たような心理特
性を形成し、一度入り込むと、自力で抜け出すことは
非常に困難であると述べている。
③　ひきこもり者の特性
新ガイドライン（2010）では、ひきこもり者のパー
ソナリティ傾向として、回避性・依存性・強迫性・受
動攻撃性・自己愛性などを挙げている。
また、ひきこもり者と暮らす家族の特徴として、感
受性や応答機能の低さが見られ（近藤，2000）、ひき
こもり者の親は、怒り・妬み・恨み・自信喪失などの
ネガティブな情緒に対しての感受性が低いため、ひき
こもり者はどうせ親には分かってもらえないと、家族
の中でも回避的なコミュニケーションパターンが起き
やすい（天谷，2003）という指摘もある。
1-3　ひきこもりの契機と不登校
ひきこもりの契機として、不登校を挙げる研究は多
い（森 1997、斎藤 1998、山本 2005、秋山 2007）。中
でも義務教育期間に初発した不登校への対応を重視し
ているものが少なくない。新ガイドライン（2010）で
も、「義務教育期間を中心とする不登校の中核群もひ
きこもりに含めて考える」 ことを推奨している。
①　不登校の側から見たひきこもり
文部科学省の 「不登校生徒追跡調査結果報告書」 
（2001）によると、在学中に 30 日以上欠席したことが
ある生徒の中学卒業時点の進路として、進学も就職も
しない者が 13％あるとしている。そして中学卒業 5
年後の時点の調査では、就学も就業もしていない者が
22％あるとなっている。これらがそのままひきこもり
に至った数字を表しているとはいえないが、中学卒業
後の年月が経過するほど、不登校を経験した者のひき
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こもりに至る可能性が高くなることは推察できる。
②　ひきこもりの側から見た不登校
厚生労働省の 「地域保健におけるひきこもりへの対
応ガイドライン」 （2004）によれば、ひきこもり者の内 
「小・中・高・短大・大学のいずれかで不登校経験」 
がある者は、全調査事例（3,293 件）に対して 61.4％に
見られたとある。さらにこれらの内で 「小・中学校の
いずれかで不登校経験」 がある者に絞ると 33.5％だっ
たとある。これは、成人域に達しているひきこもり者
の約 3 人に 1 人が、小・中学校時代に不登校を経験し
ていたという実態を示している。
③　不登校とひきこもりの関係について
不登校からひきこもりに至る経緯については、未だ
十分に解明されているとはいえないが、それでも確か
にいえることは、中学生期までは義務教育という枠組
の中で、担任を中心とした家庭訪問指導があり、保健
室等への別室登校があり、学校行事への誘いかけがあ
り、適応指導教室があるなど、家庭以外に学校関係と
のつながりがある。これらが不登校生徒のひきこもり
状態への移行に、一定の歯止めになっているといえる。
これらの資源は義務教育が終了した後、一気に失わ
れることになる。中学生期にひきこもり状態にあった
者にとって、卒業後に残るのは家庭だけとなる。その
ことを鑑みると、中学生期における支援の重要性を再
認識することができる。
しかしながら中学生期は 3 年間しかなく、不登校か
らひきこもり状態になり、周囲がその深刻さに気付く
ようになる頃には、既に一定の期間が経過している場
合が多い。それらを考慮すると実質的には 1 ～ 2 年程
の期間しかないことになり、この間に再登校等の結果
を出すことは、ひきこもりの特性を顧みると、ほとん
ど不可能である。そこで重要になるのは、中学生期の
支援が卒業後も継続することであるが、学校は卒業と
同時にほとんど関係が途切れてしまうので、それに代
わる支援資源を含む、家庭・学校以外の第 3 のコミュ
ニティが必要となってくる。
1-4　ひきこもり支援の現状と新たな方向への試論
①　ひきこもり支援のこれまでの考え方　 
これまでのひきこもり支援の活動を支えてきた考え
方は概ね共通している。精神科医療との連携を奨励す
るもの（斎藤 1998）、ひきこもりに意味づけを見出し
ながら先の長い見通しをもつことの必要性を説くも
の（坂東 2007）、たまり場づくりを奨励するもの（森
1997）などである。それらは、先の見えにくいひきこ
もり支援に、ある程度の見通しを提供する役割を果た
してきたといえる。国の 「ひきこもり対策推進事業」 
（2009）も概ねそれらの考え方を基礎にしているが、そ
れ以上の考え方がまだ出てこないところに、ひきこも
り支援の困難さが浮き出ているといえる。
加藤（2005）はひきこもりについて、極めて困難な
問題であり、来談を前提としたこれまでの心理学の枠
組みの中では捉えきれない何かを含む現象であると
いっている。そして、「そもそも関わるためにどうす
れば良いのか」 といった 「支援が機能する条件」 から
再構築していかなければならないと述べている。
②　発達的視点とひきこもり支援
不登校からひきこもりに至る過程について、発達課
題の積み残しによるものと捉える考え方（秋山 2007）
もある。それらの考え方は、ひきこもり状態にある不
登校生徒を理解する上での多くの示唆を与えてきた。
しかしこの考え方の先には、積み残してきた発達課題
を取り戻すために、適切な社会関係を改めて経験させ
る必要性が提起されているが、そこには、「それ以前
に、そもそも関わるためにどうすれば良いのか」 とい
う、加藤が指摘する問題が立ちはだかる。
そこで視点を変えて、中学生期のひきこもり状態を
精神的発達の一時的滞留と捉え直してみた。一時的滞
留であれば、例えば、川の流れが途中でへこんだよう
な場所に何らかの抵抗物を置くと、動きを止めてそこ
に滞留している水が少しずつでも動き出すように、そ
れと似たような方法で精神的発達の一時的滞留を動か
すものがあるのではないか、という仮説が生じる。
田中（1980）は、L.S.Vygotsky などの心理学理論を
基礎に置きながら、知的障害児の発達に関する質的研
究の蓄積の中から、知的障害児も定型発達児も基本的
な発達のメカニズムは同じとした上で、発達の滞留が
生み出す矛盾こそが次の発達段階へ進む原動力になる
とする 「階層段階理論」 を提唱した。この理論による
と、最近接発達領域に発達を動かすためには、ある 「抵
抗」 （田中独自の表現で、一般的には 「刺激」 に近い）
が必要であるとしている。
この考えをひきこもり状態にある不登校生の場合に
置き換えると、「抵抗」 とは、一つは家庭以外と社会
関係をもつことが考えられる。その場合、どの範囲ま
での、どのような社会関係が、ひきこもり状態にある
不登校生の回避行動（回避したいという意識はあると
しても） を起こさせないで、最近接発達領域に発達を
動かす 「抵抗」 となるかを知ることができれば、加藤
（2005）が問題提起した、支援が機能するための条件の
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その一部でも示すことができると思われた。
それにはまず、ひきこもり者の生活行動圏や一般中
学生の生活行動圏を知る必要がある。
　　
1-5　ひきこもり者の生活行動圏と社会関係
①　ひきこもり者の生活行動圏
境（2007）は、ひきこもり者が時々でも外出してい
る場所に関する調査を行っている。それによると、外
出場所として多い方からでは、コンビニ（68.8％）、スー
パー（42.9％）、趣味関係の店（35.3％）、外食（24.9％）、
散歩（24.3％）、となっている。反対に少ない方からで
は、学校（1.1％）、ボランティア（2.3％）、フリースペー
ス（4.9％）となっている。これらから見えてくるのは、
コンビニやスーパーのように、出入りが自由で対人交
流が不要な場所への外出が多くを占めており、反対に
学校やボランティアなど、人との交流が不可欠な場所
への外出が極めて少ないということである。
②　一般中学生の日常生活行動圏
太田（1952）は、児童厚生施設の配置に関する提言
のために、年齢別・男女別・季節別の児童の（徒歩に
よる）日常行動圏を研究している。その中の、中学生
が自宅を中心として行動している地点の分布を見る
と、半径 1,700m から半径 1,100m となっている。また、
池山（2000）が家の外で遊ぶ児童の行先を調査した研
究では、30 年前と比較して、児童が外で遊ぶことが
減少しており、その行先も限られていると指摘してい
ることから、現在の中学生の日常行動範囲は、太田の
研究当時よりも狭くなっていると考えられる。
これらから、最近の中学生の日常生活行動圏を推察
すると、広く見積もっても半径 1,700m 以内ぐらいで、
これは都市部における中学校の校区程度である。
一方、中学校の生徒指導必携などによると、中学校
では、保護者等の同伴がある場合を除き、日常的な行
動は校区から出ないように指導している。このことか
らも、中学生の日常生活行動圏は、概ね中学校区単位
であると考えてもそれほど外れていないといえる。
人の日常生活行動圏は人が親和性を覚える地域であ
るので、自然に意識が及ぶ心理的範囲ともいえる。中
学生は概ね自分の中学校区をそのような心理的範囲
（ここでは 「エリア」 と呼ぶことにする）と認識してい
ると考えられる。
③　ひきこもり状態にある生徒の 「エリア」 
中学入学当初から全欠席である場合を除き、ひきこ
もり状態にある生徒も、一定期間は登校していたので、
それに伴う日常生活行動圏があったはずである。ひき
こもり状態になってから、実際の行動圏はかなり縮小
されたとしても、意識の 「エリア」 はそれまでの日常
生活の積み重ねの中で形成されてきたものなので、そ
れほど変化は起きていないと考えられる。すると、ひ
きこもり状態にある不登校生の回避行動（回避したい
という意識はあるとしても） を起こさせない範囲とし
て、中学校区を仮に設定することはできる。　
④　第 3 のコミュニティとしての中学校区地域
これまで、中学生の日常生活行動圏という視点から
中学校区を見てきたが、一般住民の日常活動という視
点からも中学校区の特性を見ておきたい。
少子高齢化が進む中で、住民の身近なニーズに対応
するために、最近ではどの自治体においても、行政の
支援を背景とした住民による自主的な街づくりが進め
られている。例えば、今回の研究対象にした中学校が
ある A 市では、連合自治会・連合婦人会・民生委員
児童委員協議会・青少年育成協議会・老人会・子ども
会など、ほとんどの住民組織を束ねているまちづくり
協議会が、一つの中学校区を単位として組織されてい
る。そして、ふれあい喫茶や給食サービス、子育てサー
クルなどの自主的地域活動の拠点である地域福祉セン
ターも、一つのまちづくり協議会を単位として（すな
わち中学校区を単位として）設置されている。
また、社会福祉関係では、高齢者の介護支援・介護
予防で中心的な役割を担っている 「地域包括支援セン
ター」 （在宅介護支援センター）も、厚生労働省の基準
では 1 中学校区に 1 か所設置が原則となっている。
このように、中学校区は一つの自己完結的な住民自
治のコミュニティということができる。そこでこのコ
ミュニティを、ひきこもり状態にある不登校生の、在
学中から卒業後に至る継続支援の場としての第 3 コ
ミュニティと位置づけることとした。
中学校区の位置づけが明らかになると、次は最近接
発達領域に発達を動かす 「抵抗」 となるようなコミュ
ニティ内資源と、ひきこもり状態にある生徒とを在学
中から結びつける役割を担う者を明らかにしておく必
要がある。
1-6　スクールカウンセラーの役割
①　スクールカウンセラー事業の推移
文部科学省は、児童生徒の学校生活における問題の
多様化と深刻化に対応することを目的に、1995 年に
全国の公立中学校を中心に、スクールカウンセラーの
配置を開始した。
その後何度かの制度改革を経て、2008 年度から文
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部科学省は新たにスクールソーシャルワーカー事業を
開始した。そして翌 2009 年に、それまでの 「スクー
ルカウンセラー活用事業」 とスクールソーシャルワー
カー事業を統合し、新たに 「学校・家庭・地域の連携
協力推進事業」 を起こしている。文部科学省はこの新
たな事業について、「地域全体で教育に取り組む体制
づくりを目指して、地域の実情に応じた学校・家庭・
地域の連携協力のためのさまざまな具体的仕組みを促
進し、社会全体の教育力の向上を図る補助事業」 であ
ると説明している。
②　スクールカウンセラーの時代適合的役割
当初は学校内での来談を前提とする方法で一定の評
価を受けてきたスクールカウンセラーであったが、最
近の周辺状況を顧みると、現状の枠組のままでは済ま
なくなっている。特に 2009 年度から始まった 「学校・
家庭・地域の連携協力推進事業」 は、スクールカウン
セラーの存在根拠となる事業であることから、事業の
趣旨に沿う働きが求められていることになる。
最近のスクールカウンセラーの活動報告集計結果を
見ると、中学校では不登校が中心で、その多くはひき
こもり状態にある生徒である。これらの生徒に対し
て、中学校区内の資源を活用して継続的な支援をする
方法は、現在のスクールカウンセラーに求められてい
る新たな役割にも適合しているといえる。従って、中
学在学中から 「抵抗」 となるようなコミュニティ内資
源と、ひきこもり状態にある生徒を結びつける役割を
担うのはスクールカウンセラーであるといえる。
　　　
1-7　支援媒体としての 「校区コミュニティ」 
不登校生の一部が何故、どのようにひきこもりに移
行していくのか、そこにどのような要因が働いている
のかについては十分に解明されているとはいえない。
そのような状況を作り出している理由の一つに、中学
生期からの支援の継続性の弱さがある。
そこで支援の継続構造を 「コミュニティ」 という観
点からとらえ直してみた。中学生が所属する基本的な
コミュニティは、最小単位の家庭（第 1 コミュニティ）
と次の規模の学校（第 2 コミュニティ）と日常生活行
動圏である中学校区地域（第 3 コミュニティ）である。
これらのうち、中学卒業後も継続して関わりが残るコ
ミュニティは第 1 と第 3 のコミュニティである。
本研究では、家庭（第 1）・ 学校（第 2）・ 中学校区
地域（第 3）をサブコミュニティとする 「校区コミュニ
ティ」 という支援媒体を設定し、その中にある資源を
活用して、ひきこもり状態にある不登校生に対する継
続的支援を行い、ひきこもり状態の改善に繋がる糸口
を探ることを試みた。
2．対 　 　 象
2-1　対象校区の地域概要
対象に選定した地域は、筆者がスクールカウンセラー
として配属されている A 市 B 中学校の校区である。地
域全体がなだらかな丘陵地になっている古くからの住
宅地域で、背後には海抜 400 メートルほどの小山（以
下 C 山）がある。山頂には神社があり、その参拝を兼
ねた山登りが盛んである。麓の住民から構成されてい
る登山会が複数あり、四季を問わず、早朝から多くの
人が山道で挨拶を交わしながら往復している。
　　
2-2　支援対象生徒の選定
支援対象の選定に当たって要件としたのは、2012
年（以後 X 年）5 月～ 2012 年 10 月の半年間に、担任
教師からスクールカウンセラー（筆者）にカウンセリ
ングの新規依頼があり、インテークを行った生徒のう
ち、ひきこもり状態又はその手前にある B 中学校在
籍生、ということである。この期間に限定したのは、
卒業までに最低半年間は支援的関わりを続けるための
期間を確保したいと考えたからである。
この期間中にインテークを行ったひきこもり状態又
はその手前にある生徒は、女子 3 名（仮名 春子・夏子、
秋子）、男子 1 名（仮名 冬夫）の計 4 名であった。
3．方法と経過の記述
研究目的にアプローチする方法として、以下の 3-1
及び 3-2 の方法を同時並行して進めた。
　　
3-1　校区コミュニティの資源に関するアセスメント
校区コミュニティを構成する 3 つのサブコミュニ
ティの内、校区地域（第 3 コミュニティ）に関しては、
支援対象生徒の個別的支援に直接活用する資源が含ま
れるため、支援開始前の段階で一定把握しておく必要
があったので、直ぐにアセスメントと評価に入った。
①　ひきこもりに関する地域指導者の関心
要保護児童対策地域協議会の一つである A 市 D 協
議会の構成メンバー（42 名）に対し、X 年 6 月の協議
会の開会前にひきこもりに関する調査票を配布し、会
議終了後に回収したところ、42 名全員の回答が得ら
れた。それによると、ひきこもりについて 36 名（86％）
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が、児童虐待と何らかの関係があると認識しており、
また、ひきこもり状態にある児童生徒やその保護者が、
地域活動と接点がもてる場として、福祉施設でのボラ
ンティア活動や、まちづくり協議会が自主運営してい
る、ふれあい喫茶・給食サービス・子育てサロンなど
の手伝いを、多くのメンバーが挙げていた。
また、ひきこもり状態が長引く理由として、家族が
地域から孤立していることを挙げている者が多かっ
た。これらの結果から、ひきこもり者を抱える家族に
ついて、地域のリーダー的立場の人がかなり高い関心
をもっていることを示していると考えられた。
②　B 中学校区内にある支援資源候補とその評価
上記①の結果を参考にしながら、地理学者である川
喜多（1967）の野外科学の方法と社会福祉調査の基本
である 「考古学的」 方法を拠り所に、B 中学校区地域
を実地踏査した。そこで把握した地域内資源の主要な
ものについて、個々の資源毎に 「地域資源要素表」 を
作成し、合わせて支援資源としての活用の可能性や有
効性に関する評価を行った。
実地踏査は、地元行政機関から 「福祉地図」 の提供
を受け、筆者が直接現地を訪問した。各資源の評価に
当たっては、幾分でも客観性を確保するために、B 中
学校の生徒指導担当教師及び社会活動体験事業（「ト
ライやるウィーク」 などと呼ばれている）の担当教師
の意見も参考にした。
調査の結果、①で要保護児童対策地域協議会メン
バーの多くが、「ひきこもり状態にある児童生徒やそ
の保護者が地域活動と接点がもてる場」 として挙げて
いた高齢者施設でのボランティア活動は、学校側も生
徒にやらせたい活動と考えているが、施設側は中学生
の受入れについて、個人情報が無防備になること、身
体介護の場面での利用者の感情（羞恥心等）を配慮す
る必要があるという理由で拒否に近い抵抗を示した。
一方、児童福祉関係施設については、児童館は児童
福祉法に基づく児童厚生施設という性格上、中学生は
利用対象年齢であり自由に出入りができる。保育園に
ついても、施設側は受け入れに抵抗はなかった。しか
し学校側は、ひきこもり状態にある不登校生徒が、そ
れらの施設で何らかのボランティア活動をするとなれ
ば、ある程度の基礎学力（宿題をみてやるなど）や元
図 1　感情を表現している言葉の男女別合計（実数）の比較
図 2　上位二つの感情について活動場所別に比較（指数）したもの
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気さが求められる場面もあるので、社会活動体験事業
の経験からも、初回は何とか行けたとしても継続は期
待できないとの意見であった。
図 1 は、毎年 11 月の 1 週間、正規の授業として 2
年生全員が参加して行われる社会活動体験事業の終了
後に、B 中学校生徒が提出した感想文に書かれていた
生徒の感情を表現している言葉（「面白かった」 と 「し
んどかった」 は除く）の数を集計したものである。
この調査のために B 中学校から提供を受けた生徒
の作文は、2010 ～ 2012 年の 3 年間のもので、合計
320 人分である。これらの中から感情を表していると
思われる言葉を一つずつカードに書き出した。その後、
ブレーンストーミングの要領でカードをグループ分け
したところ、五つの大きなグループになった。ここま
での作業は筆者が 1 人で行ったが、客観性を考慮して、
校長・教頭に見てもらった後、社会活動体験事業の担
当教師と国語科担当教師に、グループ分けの修正と各
グループの命名を依頼した。その結果 「将来の職業や
進路を考えた」「コミュニケーションの重要性を感じ
た」「社会のルールを改めて知った」「人の優しさや親
切を実感した」「自己効力感をもてた」 の五つのグルー
プになった。最も多かったのは男女とも 「自己効力感
をもてた」 であった。2 番目に多いのは 「人の優しさ
や親切を実感した」 であった。これらの感情は、ひき
こもり状態にある生徒にとっても非常に重要な感情で
あり、地域の資源を活用することの意義を再確認でき
るものであった。
図 1 で示された感情の内、「自己効力感をもてた」 
と 「人の優しさや親切を実感した」 の上位二つの感情
について、活動場所毎の状況を指数化して比較したも
のが図 2である。これを見ると、「自己効力感をもてた」 
割合が高かった活動場所は、幼少児施設（保育園、幼
稚園）とスポーツ事業施設（スポーツジムなど）及び
宿泊施設（国民宿舎など）である。これらの施設に共
通している活動内容は、利用者のためになることをす
る、言い換えると、他人の役に立つ、ということである。
一方、「人の優しさや親切を実感した」 割合が高かっ
た活動場所は、地域福祉センター等が群を抜いている。
この活動は、まちづくり協議会が自主管理・運営をし
ている地域福祉センターや自治会館で行われている行
事（地域住民を対象にした料理や手芸の文化教室、及
びふれあい喫茶・給食サービス・子育てサロンなどの
サービス活動）の手伝いをするものであるが、そこで
は運営スタッフ（ほとんどが民生委員か婦人会役員）
からの丁寧な指導やねぎらいがあるだけでなく、利用
者からもねぎらいの言葉かけがあるので、人の優しさ
や親切を実感したと考えられる。
③　校区地域（第 3 コミュニティ）の資源に関する考察
以上のことから、ひきこもり状態にある生徒と地域
の資源とをマッチングする際に留意すべきことが見え
てくる。
まず支援のための資源を選択する際に、ひきこも
り状態にある生徒の回避行動を起こさせないで、最
近接発達領域に発達を動かす 「抵抗」 となるものであ
るか否かを吟味する必要がある。それには、活動に
入ることに自由性が高く、続ける中で他人の役に立っ
ているという感情や、人の優しさや親切を感じるこ
とができるようなところであること、合せて、中学
校在学中から学校も家庭も生徒本人も参加すること
に異存（平日に学校へ行かないで他の所へ行ってい
るという思いなど）がなく、卒業後も継続して参加す
ることができるところを配慮する必要がある。これ
らの条件全てに合致するのは 「ふれあい喫茶」 であ
る。まずここから働きかけを始め、夏休みや卒業など、
条件が変化すれば必要性と可能性とを考慮しながら
広げていくことにした。
また、組織的な活動ではないが、「C 山登山会」 は、
筆者が B 中学校区地域を実地踏査している折に、様々
な時間帯での地域内の人の流れを観察する中で、経済
活動やサービス活動とは異なる、住民の自由意思によ
る動きや集まりがあることに気づき、確認したもので
ある。このような場は自由性が高く、自然の中で人と
人とが自由に挨拶を交わす程度の関わり合いで済む
が、そのことがひきこもり状態にある生徒の内発的社
会関係意識（内から自然にわいてくるような意識）を
深めることにつながるのではないかと思われた。
3-2　支援の方法
①　事前のコンサルテーション
支援を開始するに先立ち、ひきこもり状態にある生
徒の支援に適合性が高いと認められた、ふれあい喫茶
の従事者に対するコンサルテーションを行った。
ふれあい喫茶の従事者は、大部分が民生委員と主任
児童委員という構成なので、守秘義務に関してはある
程度信頼できるうえ、月 1 回は地区民生委員協議会と
いう連絡会議をもっている。そのため、核になる人物
にコンサルテーションを行えば、概ね必要なことは全
員に伝わるので、ここでは主任児童委員に対して、2
回に分けて地域福祉センターで、ひきこもりの理解と
対応に関する研修を、スクールカウンセラーの立場で
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行った。主任児童委員の関心は高く、細かい場面に関
することまで数多くの質問が出た。
学校に対するコンサルテーションとしては、個別
ケースに関するものは、普段のスクールカウンセラー
活動の中で担任と継続的に行った。
②　支援対象生徒への支援方法とその経過の記述
選定された生徒について、B 中学校の管理職と生徒
指導担当教師及び各担任教師から、今回の支援方法に
ついて了解を得た後、保護者にも説明して了解を得た。
生徒本人に対しては通常のカウンセリングの中で 「今
度こういうことをしてみない」 という言い方で勧め、
同意が得られたことだけ実際に行った。
面談に際しては（相手が生徒であっても保護者で
あっても）、できるだけその時その場でのあるがまま
の思いを自由に話してもらうよう留意した（半構造化
よりもさらに緩やかなものだが、一定のアセスメント
の意図があったので、全くの自由面接ではない）。記
述についてはひきこもり状態にある生徒の自己意識を
配慮し、面談場面での録音はしないで、面談終了後直
ちにその内容を記録に留める方法を採った。　
生徒がひきこもり状態に至るには、それぞれの物語
があり、状態が変化する契機もそれまでに積み上げら
れた物語を反映したものになる。また、ひきこもり状
態という現象がもつ変化の起こりにくさ、起きたとし
てもその動きはわずかであることなどから、初めに一
定の調査計画を立て、計画に乗った部分だけ取り出し
てその効果を見ていく方法には馴染まないと考えた。
ここでは、支援対象となった生徒のペースに付き合
いながら、何らかの変化を見せ始めると、その時点で
手近かな所にある資源を活用して、次の段階の状況を
つくり出し、その経過を記述していく（ブリコラージュ
のような）方法を採った。
個人情報保護の観点からここでは、快く同意してく
れた冬夫の例に限定して事例紹介したい。
③　冬夫 （X 年 9 月に初回面談） の経過
（a）インテークまでの経緯
両親と子ども 4 人の 6 人家族で、冬夫は第 2 子。父
親の仕事は不定期で母親は専業主婦だったので、経済
的にはかなり厳しい状態にあった。冬夫は幼稚園の頃
から登園渋りがあり、小学校に入ってからも同様で
あった。小学 1 年の時は、担任教師（男性）がほぼ毎
日迎えに来ていたが、冬夫は家の中に隠れて出て来な
いことも多かった。小学 2 年時の担任（男性）はほと
んど迎えに来なかったので、冬夫は全欠に近い状態で
3 年生に進級した。3 年時の担任（男性）は再び迎えに
来ていたが、冬夫が家の中に隠れて出てこないので、
やがて迎えに来なくなった。4 年時の担任（男性）は、
冬夫が家の中に隠れると、時には土足のままで家の中
に入り、逃げる冬夫を追いかけて捕まえ、泣いている
冬夫を無理やり小学校まで連れて行っていた。その関
係で、冬夫は 4 年時だけは登校日数が多い。5 年時の
担任は 2 年時の担任と同一人物で、2 年時と同様、迎
えに来ることはほとんどなかった。6 年時の担任（男
性）も同様で、結局冬夫は 4 年時を除き、小学校はほ
とんど欠席状態で卒業している。
家での冬夫はパソコンゲームに夢中になり、昼夜逆
転で、1 日 6 ～ 8 時間程度ゲームをしていた。自ら外
出することはほとんどなく、時々コンビニへ買い食い
に行く程度であった。
B 中学校に入学した冬夫は、突然入学式から登校を
始めた。しかし 2 日目の体育の時間に急に運動したこ
とから、翌朝筋肉痛がひどく、その日は欠席した。結
局そのままインテーク時点まで欠席が続いていた。
（b）経過の概要
X 年 9 月（1 年 2 学期初頭）に父親に引っ張られて
泣きながら、無理やり学校へ連れて来られた時が冬
夫との初回面談である。父親はすぐに帰ったが、冬
夫は半泣き状態で、そのままでは面談できる状態で
はなかった。その日は箱庭で遊ぶよう促したところ、
冬夫はすぐにとりかかり、15 個ほどの小さな家と 5
尾ほどの小さな魚を使って一つの風景をつくった（写
真 1-1）。箱の中の白砂を片方半分に集めて陸と海を
つくり、陸には家を並べ、海には魚を泳がせた。魚
の内の 1 尾だけが、他の魚から離れて陸の方を向い
ていた。冬夫の説明によるとその魚は、元は陸の住
宅地に囲まれた池に住んでいたが、住宅から流れて
くる汚水で環境が悪くなり海へ逃げたが、やはり元
の池が良かったと思いながら見つめているのだとい
う。冬夫の深層心理が見えたように思われた。（写真
1-2 は同時期の樹木画）
その後何度か箱庭を作ったが、いつも樹木と動物
と垣根を使ったもの（写真 2-1）で、垣根の内側に鹿
やシマウマなどの弱い動物がいて、垣根の外には肉
食獣が徘徊していた。自分は垣根の内側の弱い動物
の 1 匹だという。人間のアイテムを使ったことはな
かった。（写真 2-2 は同時期の樹木画）
1 年生の間は時々箱庭を入れながら、週 1 回のペー
スでカウンセリングを続けた。カウンセリングの日
は、毎回父親が仕事の都合をつけて、無理やり連れ
て来ていた。冬夫は自分からはあまり話さなかった。
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時々語るのは自分の周囲の人間模様で、傍観者が風
景の描写をしているような話し方をしていた。自分
の内面についてはほとんど語ることがなく、質問を
すると、いつも同じ言葉（気分が悪かった、など）が
出るだけだった。それでも箱庭やバウムテストには、
いつも素直にとりかかっており、反抗や防衛的とい
う印象はなかった。
2 年生に進級した直後、通常のカウンセリングの中
で同意手続きを経た後、「こころのアンケート」 （中学
校で使用のもの）と P-F スタディ（児童用）を実施した。
P-F スタディについては、GCR ： 30（標準 54  以下：
同）、E-A ： 75（47）、I-A ： 17（25）、M-A ： 13（29）、
O-D ：17（20）、 E-D ： 54（50）、N-P ： 29（31）、主要
反応 ： E>e>I という結果であった。この 2 つの結果か
ら、冬夫のパーソナリティ傾向として、思い通りにな
らないことへの不満が高く、その原因を周囲の者に他
罰的に求めるが、訴えてもまともに聞いてもらえない
というあきらめが先に立ち、不満を抱え込みながら表
面的には波風を立てないようにしているところがある
ことがうかがわれた。これは、小学校時代からほとん
ど外との社会関係を避け、家庭においても昼夜逆転で
家庭内での社会関係も避け、深夜に 1 人で長時間のイ
ンターネットゲームにふけることで、内省の機会をも
たなかった成育歴の中で、二次的に形成されてきたも
のと考えられた。
これらのことから冬夫は、精神発達の一時的滞留の
状態にあり、この状態を動かすための 「抵抗」 が必要
であると考えられた。そこで 2 年 1 学期から、「抵抗」 
としての校区地域内支援資源に結びつける取組みを開
始した。
（c）冬夫の家庭（第 1 コミュニティ）に関すること
冬夫の家庭は地域から孤立していた。父親は不定
期就労だったので、仕事がない日は昼間から酒場に
いることも少なくなかった。母親は中学期に不登校
を経験しており就労経験はない。学校の保護者参観
や懇談会に出席したことは皆無で、どうしても必要
な場合は父親が出席していた。兄はストレスが溜ま
ると家で暴れることがあり、主に冬夫が暴力の対象
となっていた。
この家庭における冬夫の立ち位置は、両親からはあ
まり顧みられることがなく、兄からは情動のはけ口に
され、弟たちからは名前を呼び捨てにされるような扱
いを受けている。昼夜逆転とゲーム依存的な生活は、
このような中でつくられてきたともいえる。
冬夫にとっては、家庭が第 1 コミュニティとして期
待される機能を十分に果たせていないために、第 2 ～
第 3 コミュニティに期待せざるを得なくなる。
（d）学校（第 2 コミュニティ）に関すること
冬夫について父親は、嫌なことからいつも逃げてば
かりいるという。母親は、学校が冬夫に来てほしいと
写真 1-2
写真 1-1
写真 2-2
写真 2-1 
写真 3-2
写真 3-1
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思っていないから、それを冬夫が敏感に感じて行けな
いのだという。しかし冬夫自身はどちらも違うという。
冬夫が自分の心の内を語り始めたのは、ふれあい喫茶
や C 山登山に行くようになってからである。
2 年 1 学期の後半になって、冬夫は 2 回続けて父親
の連れ出しに反抗し、家のトイレに閉じこもるような
ことがあったので、その週末に家庭訪問した。そこで
C山登山へ誘うとすぐに応じた。山道での話で冬夫は、
B 中学校には卒業まで戻れないと思う、しかし、今の
ままの自分では働くことは無理だと思う、できれば高
校へ行きたい、働ける力もつけたい、兄よりは上の学
校へ行きたい、などを語った。冬夫が先の見通しにつ
いて語ったのはこのときが初めてである。
冬夫の意識の中で中学校は既に切り離されている
ところもあるが、まだ 1 年以上の在籍期間があり、
次の進路を確保していくためにも学校は外せない資
源である。
（e）校区地域（第 3 コミュニティ）に関すること
週末の朝に C 山へ登ることについて、冬夫は体力
をつけることも必要だと冬夫なりの理由をつけて同意
した。最初の C 山登山の日、予め連絡しておいたふ
れあい喫茶に立ち寄った。飲食の後、筆者の声掛けに
従ってテーブルの上に残っていたいくつかのトレーを
従事者のいる所まで運ぶ手伝いをした。その間主任児
童委員が傍に来て励ましてくれた。冬夫の顔に照れく
ささとともに、満足感のような表情が見られた。以後
C 山へ登る際には、必ずふれあい喫茶に立ち寄って同
様の時間を過ごした。
C 山に入ると、狭い参道を往来する登山者同士が、
挨拶を交わすことが習慣になっていた。初めの頃冬
夫は、すれ違う人から挨拶をされても下を向いてい
たが、何度か繰り返すうちに、挨拶をされたら挨拶
を返すことができるようになった。そのようなこと
を 1 か月以上続けた頃に、2 年 1 学期の終業式があっ
た。前日に担任教師から誘いの電話を入れてもらっ
たところ、その日の朝、冬夫は制服を着て時間通り
に終業式に出席した。そしてそのままクラスにも入
り、終わるまでクラスにいた。このことは冬夫の内
面に、小さな変化が起きていることを示しているが、
担任にとってもエンパワメントになった。以後担任
の家庭訪問が増えている。
2 学期に入って、始業式以外に体育祭、文化祭に
も冬夫は出席できるようになった。まだ見学だけで
あるが、冬夫にとっては大きな前進といえる。この
ころに作った箱庭（写真 3-1）には、仕事をしている
人間のアイテムが使われるようになっている。（写真
3-2 は同時期の樹木画）
C 山に登るようになってから、冬夫は山道の途中
で自分の方から自己の内面を語るようになった。小
学校へ行けなくなった経緯について、3 年生の頃まで
のことはよく覚えていない、4 年生のときの担任は強
引で、家の中に隠れても中まで入って来て、強い力
で引っぱって行かれた、抵抗しても勝てないと思っ
たので、そのうち諦めて黙ってついて行った、学校
へ行っても全く面白くなかった、学校にいる時間は
1 人で空想して耐えていた、5 年生の担任は全く家に
来なかったが、始めのうちは 4 年のときの習慣で何
日か登校した、その担任はよく生徒を怒った、自分
は直接怒られたことはないが、他の生徒が怒られて
いるときに、自分も怒られているような気がした、
それはその教師が誰かの失敗は連帯責任だといつも
言っていた、いつか自分の失敗のために、他のみん
なが怒られるときがあると不安だった、自分のため
にみんなが怒られると、自分はみんなから嫌われて
無視されるようになる、そのことが怖いと思いだし
て学校へ行けなくなった、その怖さは今でも消えて
いない、と語った。
　　　　
4．経過の考察
4-1　校区コミュニティ内資源に関する考察
校区コミュニティを構成する家庭（第 1 コミュニ
ティ）、学校（第 2 コミュニティ）、校区地域（第 3 コミュ
ニティ）という三つのサブコミュニティの内、家庭は、
冬夫の場合は記述の通り、その他の今回支援対象とし
た春子・夏子・秋子（仮名）の場合でも、ひきこもり
状態にある生徒にとって、家庭内でもさらにひきこも
り状態にならざるを得ないような状況が見られた。そ
ういう意味では家庭は資源性が低いということになる
が、通常はそのようにいえたとしても、危機と感ずる
ような状況があると（例えば中学卒業後のことが心配
になり始めるなど）、最初に動き出すのは家族である
ことも、冬夫を含め 4 人に共通して見られた現象であ
る。それらのことから、何らかの危機状況が間近にあ
るときには、家庭はひきこもり状態にある生徒に介入
する際の、関わりをもつための重要な役割を担う資源
ということができる。
学校（第 2 コミュニティ）は不登校生徒にとって、
意識の枠外に置くことで一時的な精神的安定を得るこ
とができるような対象である場合が少なくない。しか
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し、中学期は義務教育最後の期間に当たり、この時期
が過ぎれば、学校を中心とする支援資源が一気に後退
してしまうという滝壺の手前のような時期でもある。
生徒の個別的アセスメントを十分に行わないまま、経
過観察だけで積極的な関わりを避けるのは、支援の好
機を見過ごすことになりかねない。学校との関係がど
のようになっていても、卒業までは外せない資源であ
る。冬夫の経過がそのことをよく示している。
第 3 コミュニティである校区地域内にある資源を、
ひきこもり状態にある中学生に対して、卒業後も見越
した継続的支援資源として活用する方法は、これまで
あまり例を見ない。これは一般的に、中学校とその校
区地域とが日頃から有機的な連携や協働の機会を十分
に持ってこなかったことに原因があるが、双方ともそ
の必要性は認識している。従って、関係者が納得でき
る方法と仲介役のコーディネーターの存在があれば、
具体的な取組みに踏み切ることはそれ程困難ではな
かった。その際の支援資源の選定に当たっては、1-5
で明らかにしたような観点が欠かせない。仲介役とし
ては 1-6 で述べたように、学校側ではスクールカウン
セラーになるが、地域の側では主任児童委員の役割が
予想以上に大きいことがわかった。
4-2　支援経過に関する考察（箱庭・樹木画を中心に）
冬夫はひきこもり状態の経緯が長く、既に深刻な状
態にある段階で関わることになった。中学 1 年の 2 学
期が始まっても、夜通しパソコンゲームに夢中になっ
ている冬夫を見て、先行きに不安を覚えた父親の危機
意識が、力づくで冬夫をインテークの場面に連れてく
ることになった。そのときに作った箱庭が写真 1-1 で
ある（冬夫による説明は 3-2 ③（b）参照）。同じ頃に
描いた樹木画が写真 1-2 である。画用紙の中央左寄り
に、地面も根も無く、形も不自然な小さな木を 1 本描
いているが、樹木画は外に見せている自己イメージが
投影され易いと言われている。3-2 ③（a）～（e）の経
過記述からでも冬夫の具体的な変化が認められるが、
言動が変化する一方で、その折々の内面の状況を知る
ための方法として、インテーク段階の箱庭と樹木画を
ベースラインとして、その後の変化を見ていくことに
した。
写真 2-1 の箱庭は、インテークから半年ほど経過し
た時期のもので、この頃は（父親同伴の）来談による
カウンセリングのみを継続しており、まだ校区地域の
ふれあい喫茶や C 山登山に連れ出す前の段階である。
写真 2-1 の箱庭は、中心の川で二つの領域に分けられ
ており、手前の領域では鹿やシマウマなどの草食動物
が川の向こう側を警戒するように立って見ている。川
の向こう側には川沿いに柵があり、さらにその向こう
には豹や虎などの肉食獣が対岸の草食動物を狙って徘
徊しているものである。その中で、一番手前で最も逃
げ易いところで寝ころがっている猫が自分だと説明す
る。この箱庭からも、自分は弱い動物の中でもさらに
弱い立場にあり、常に自分を傷つける外部の脅威にさ
らされている、という当時の冬夫の心情が理解できる。
もう一つのこの時期の箱庭の特徴は、人間のアイテム
を全く使っていないことである。人に対する親和性が
乏しいためであると推察された。
写真 2-2 は同じ頃に描いた樹木画である。写真 1-2
と比較して木がかなり大きくなり、水平に枝が出てい
る。また、写真 1-2 では木の裏に隠れていた虫が木の
表に出てきている。カウンセリングの中で、幾分でも
他人に自分の存在を受け入れてもらっているという経
験の積重ねが自己イメージの変化をもたらしていると
も考えられた。
写真 3-1 の箱庭は、校区地域のふれあい喫茶や C 山
登山に連れ出すようになってから半年ほど経過した時
期のものである。この頃には学校行事のある日だけで
あるが、制服を着て登校し行事にも参加するように
なっている。
写真 3-1 の箱庭は、森の木を切っているキコリ、海
辺で魚を売っている漁師、牛を飼っている牧場主、家
の中に座っている人、そして同じ家の外に立っている
人（冬夫の説明では、電気メーター検針員）の合計 5
人の人間が登場している。この頃には人への親和性が
出てきていることがくみ取れると同時に、5 人の内 4
人が仕事をしている状態の人間であることから、社会
性の成長も伺われる。
写真3-2は同じ頃に描いた樹木画である。自己イメー
ジが投影され易いといわれる木がさらに大きくなり、
形も自然の木に近くなっている。また地面や根も描か
れており、地に足をつけた生活の実感が少しずつ出て
きているのではないかと思われた。
これらの箱庭と樹木画の変化を見ていくと、冬夫の
内面の社会性に関係する部分が、少しずつでも改善の
方向に変化していることが読み取れる。特に、校区地
域のふれあい喫茶や C 山登山に連れ出すようになっ
てからの変化が顕著である。これらの変化は、カウン
セリングの日に自宅のトイレに閉じこもるようになっ
た冬夫をそのまま経過観察しているだけでは得られな
かったであろう。それらを考え併せると、冬夫とふれ
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あい喫茶や C 山登山とのマッチングは正解であった
いえる。
5．臨床心理学的地域援助としての
試みについて
ひきこもり状態にある中学生に対して、スクール
カウンセラーが校区コミュニティの資源を活用して
支援する考え方や方法について述べてきたが、それ
らを、臨床心理学的地域援助の先行概念とされてい
るコミュニティ心理学の基本的方法である、予防的
介入・危機介入・コンサルテーション・エンパワメ
ント・ネットワークシステムという枠組に準拠しな
がら整理しておきたい。
予防的介入は、未然防止・早期発見早期対応・事
後のケアという三つの段階に分けられる。ひきこも
り状態に陥った後の対応の難しさを顧みると、日頃
の学校教育活動を通して未然防止や早期発見早期対
応の段階に留めることがまず目標となるが、結果と
してひきこもり状態に陥ってしまった場合でも、事
後のケアとして校区コミュニティという支援媒体を
設定し、在学中から卒業後まで切れ目のない支援を
進めていく方法が残っている。
ひきこもり状態にある中学生に対して支援を開始
する際に、初期の最も困難な課題は、関わるために
はどうするかということである。これには危機介入
の考え方と重なる部分がある。中学生期というのは
将来の進路に直接向き合う最初の時期であることか
ら、生徒本人も保護者も一定の危機意識をもち易い。
冬夫とその父親の場合でも、この危機意識が支援を
受け入れる契機になっている。
コミュニティを媒体として、そこにある人的資源
を巻き込んで継続的な支援をする場合には、相談室
で個別カウンセリングをする場合と異なって、関係
者に対するコンサルテーションが特に重要となる。
冬夫の事例でいうと、学校の教師や保護者に対して
行う支援プログラムの説明と同意及び協力の依頼や、
ふれあい喫茶の運営者に対する、協力の依頼とひき
こもりに関する基礎知識の事前研修などがそれに当
たる。
また支援の節目毎に、直接関わっている者から提
起される課題や意見にも応えていかなければならな
い。これを着実に行っていくことが、支援の継続性
を維持するための関係者に対するエンパワメントに
もなる。
このようにはめ込んでみると、ひきこもり状態に
ある中学生に対する校区コミュニティを媒体にした
支援方法は、コミュニティ心理学の基本的枠組みと
重なるところが少なくないことがわかった。
今回の研究は、基礎理論に基づいて検証的に進め
てきたというよりも、先に中学生のひきこもり状態
という現象があり、それに対する考え方や改善の方
法をブリコラージュ的に継ぎ足していく中で、行き
着いた結果がコミュニティ心理学の基本的枠組に似
ていたということになる。従って今回の取組は、臨
床心理学的地域援助の一つの試みと考えても良いと
思われた。
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